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　皆様には、平素より県政各般にわたりご理解ご協力を賜り、心より御礼を申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染症の影響は、丸2年にも及ぶこととなっており、その間、
医療福祉に関係する従事者の方には、治療、療養、ワクチン接種など最前線でご尽力いた
だいていることに改めて感謝と敬意を表します。あわせて県民の皆様にも感染症対策にご
協力いただいておりますことに感謝申し上げます。今後、引き続き、新型コロナウイルス
感染症対策に、国、県、市との連携のもとに、落ち込んでしまっている地域経済の復活をは
じめwithコロナ、afterコロナを見据えて通常の生活を取り戻せるよう県当局と連携を図り
ながら取り組んでまいります。
　今後も何卒、皆様からのご指導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願いいたします。

� 岡山県議会議員　中 塚 周 一　

ごあいさつ

　『認知症とともに生きる人・家族とのパートナーシップ』
と題して、コーディネーターに岡山県立大学保健福祉学部
の佐藤ゆかり准教授をお迎えし、若年性認知症当事者で お
れんじドア代表の丹野智文 氏、笠岡市認知症介護研修セン
ター センター長（きのこ老人保健施設施設長）の宮本憲男 
氏、総社市保健福祉部 保健師の徳重萌花 氏をパネリスト
に、認知症サポーター養成講座のカリキュラムに沿った内
容でご講演いただきました。認知症当事者の丹野智文氏か
らのお話は、当事者としての悩み、困っていること、これ
からの思いなどを直接聞くことができ、大変貴重な機会と
なりました。

　今年度、岡山県議会・地域公共政策研究会の幹事に選任
され、セミナーの企画などに携わっており、かねてから認
知症をテーマに県議会の皆さんと認識を深めることのでき
る機会を持ちたいと思っていたことを本セミナーで実現す
ることができました。
　受講した県議会議員は認知症サポーター養成講座修了者
となりました。議員は、各地元での人間関係も広く、多く
の方と接する機会や様々な相談を受けることもありますか
ら、認知症への理解や当事者の思いなどを一人でも多くの
方に伝えることができる知識を得ることができたことは、
大変意義深く、心強いことだと思います。

認知症サポーター養成講座として実施認知症サポーター養成講座として実施

岡山県議会・地域公共政策セミナー



経済安全保障に対する考えと対応について
　経済安全保障が世界的に重要視される中、先鋭的、
特徴的で独自性の高い製品を開発している企業があり、
国外への技術、データなどの流出の防止について、どの
ように対策を講じるか？

安全保障の範囲が経済分野に急速に拡大しており、
経済安全保障は、重要な課題である。先端的技術や

データ等の流出は、企業の技術的優位性の喪失、ひいては
我が国の安全保障にも深刻な影響を与える可能性があるこ
とから、流出防止に向け、県内企業へ情報提供を行うなど対
応していく。

今後、国の「みどりの食料システム戦略」に呼応し
て有機農業面積のさらなる拡大に、どのように取り組ん
でいかれるのか？また、有機無農薬農産物の生産拡大に
当たって、生産者と消費者を直接結びつける取り組みを
推進する考えはあるか？

これまで、おかやま有機無農薬農産物を中心として参
入希望者への支援や取扱店の拡大など、生産振興と

販売促進に取り組んできており、こうした取り組みを一層拡充
するとともに、有機農業のさらなる推進方策を検討し、取組
面積の拡大を図る。
　また、消費拡大には、生産者と消費者を結びつける取り組
みが重要であり、意見交換会や産地見学交流会の開催、学
校給食での使用に向けて、生産者を紹介する冊子を県教委
を通じて市町村教育委員会等へ提供するなど、引き続き積
極的に推進していく。

『�玉島ハーバーアイランドのコンテナ置き場の
拡充について』

今後、コンテナの取扱貨物量の増加が見込まれるが、
玉島ハーバーアイランドのコンテナ置き場の拡充などの
対応はどうか？

コンテナ取扱量は順調に伸び、コンテナ置き場が手狭
になっていることから、隣接地を段階的に活用してお

り、一部用地では拡張工事に着手したところである。

『水島港の航路整備について』
ばら積み貨物船の大型化が世界的に進んできている中
で水島港全体として穀物輸送への対応や効率性を確保
するために航路浚渫などが計画的に進められているが、
今後の計画はどうか？

船舶の大型化に対応し、水島東航路と水島玉島航路
の大水深化を図るための浚渫や、県下最大水深となる

水島地区の公共埠頭整備について順次進めていく。

『企業による浚渫への支援について』
水島コンビナートに立地する企業においては、航路や泊
地の水深を確保しておくことは操業環境としての命綱で
ある。国際バルク戦略港湾として鉄鉱石に関しても指定
を受けていることを考えれば、鉄鋼に関連する産業の推
進についても、しっかりとした支援を行っていく必要が
あるがいかがか？

企業活動に必要な航路や泊地の水深確保について企業活動に必要な航路や泊地の水深確保について
は、県が費用の一部を負担、関係機関との協議調整、は、県が費用の一部を負担、関係機関との協議調整、

残土の受け入れなどをしながら浚渫工事を実施しているとこ残土の受け入れなどをしながら浚渫工事を実施しているとこ
ろであり、今後とも、鉄鋼に関連する企業等からの要望に応ろであり、今後とも、鉄鋼に関連する企業等からの要望に応
じた浚渫に取り組むなど、水島コンビナートに立地する企業をじた浚渫に取り組むなど、水島コンビナートに立地する企業を
支援することで、本県の産業振興を図っていく。支援することで、本県の産業振興を図っていく。

 本事業は、岡山県の観光地の顔の一つである美観
地区へのアクセスとなる倉敷駅周辺の道路交通の円滑
化、安全性の向上、市街地の一体化等の課題を解決す
るために、市街地開発事業と一体的に進めていく事業
である。平成30年にコスト縮減案について、費用対効
果の試算結果が公表され、その費用などについて、倉
敷市や鉄道事業者等と協議を進めることとなっていたが
状況はどうか？

現在、費用対効果を確定する案の決定に向け、市と協
議を行っており、引き続き、市と検討を十分に行い、案

の決定後は、その費用について鉄道事業者等と協議を進め
るとともに、代替案立案等の可能性や社会経済情勢等の変
化などの検討を進めていくこととしており、関係者と協議・調
整を行っていく。

 河川の急激な水位上昇に住民の不安感は大きく、
里見川の一部で河道掘削等を実施しているが、治水安全
度向上のため早期に河川整備計画を策定すべきだが検
討状況はどうか？また、水位低下の抜本的対策として、昭
和水門へ排水ポンプの設置が必要だがいかがか？

里見川水系の河川整備計画の策定に向け、これまで
に水文データ等の収集・整理や現地測量等を実施した

ところであり、現在、具体的な整備内容を検討しており、下流
部での遊水地の容量が十分かどうかなどを検証する中で、ポ
ンプによる排水の必要性についても検討していく。

一般質問
令和3年12月議会

有機無農薬農産物の振興について

※質問内容を抜粋して掲載しています。※質問内容を抜粋して掲載しています。

倉敷市地図

倉敷駅

水島港

里見川

港湾・海岸防災事業について
　岡山県では、平成16年の台風高潮災害で県下各地
の海岸線で甚大な被害があり、高潮対策に加え、老
朽化、耐震性、液状化に関する調査及び対策を各地
で実施してきています。勇崎・宝亀地区においては、
平成16年の高潮で床上浸水被害と尊い人命が失わ
れました。これまで離岸堤の整備など高潮対策を施
し、現在、耐震対策を実施しているところですので
ご紹介しておきます。
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4  ＪＲ山陽本線等倉敷駅付近
連続立体交差事業について

質問項目

水島港について JR山陽本線等倉敷駅付近 
連続立体交差事業について

県管理河川・里見川の
治水安全度の向上について

TVTV番組出演番組出演TOPICSTOPICS

　「持続可能な地域づくり～人口減少問題を考える～」
をテーマに、私からは①「子育て支援」に関して保育所
等の整備や保育士の確保・育成支援への取り組みについ
て、②「人を呼び込む郷土づくり」に関して若者の還流
定着と外国人材への期待について、③「働き方改革」に
関して女性活躍・男性の育児参加と高年齢者の就業支援
について、それぞれお話しさせていただきました。

高潮対策：�
平成17～20年度�離岸堤整備、平成26～28年度離岸堤かさ上げ

地震対策：�
平成26年より老朽化、耐震性、液状化に関する各種調査
�令和2年～3年度�小原漁港側堤防の地盤改良と鋼矢板工事
�令和4年度～　勇崎漁港側堤防の捨石と鋼矢板による強化工事

※県工事を経て倉敷市部分も順次、調査・工事予定

勇崎・宝亀地区海岸堤防の安全確保に向けて 「みんなの岡山県議会」持続可能な地域づくり～人口減少問題を考える～
令和３年9月19日 テレビせとうち（TSC)放送
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質問項目
5  県管理河川・里見川の 

治水安全度の向上について

経済安全保障への対応について

質問項目
3 水島港について
　 （１）コンテナ取扱貨物量
　 （２）玉島ハーバーアイランドのコンテナ置場の拡充等
　 （３）浚渫への支援
　　　 ・水島港の航路整備について
　　　 ・企業による浚渫への支援について
　 （４）交通量の状況等



走り続ける中塚周一

委員会視察調査
環境文化保健福祉委員会／決算特別委員会
令和3年度所属委員会

県内調査（環境文化保健福祉委員会）

〈GREENable HIRUZENプロジェクト〉
新国立競技場（オリンピックスタジアム）を設計した隈 研吾
氏設計のCLTパビリオンを中心としたGREENable 
HIRUZENプロジェクトについて。

県外調査（環境文化保健福祉委員会）

〈福井県庁〉
従業員の出産・子育てを応援するライフプランサポート起業
促進事業について
「おいしいふくい食べきり運動」による食品ロス削減について
〈石川県庁〉
共生社会づくり推進事業について
介護現場でのICT、IoT機器導入による介護従事者の負担軽
減と定着促進について

〈石川県西部緑地公園陸上競技場〉
トップクラブチーム「ツエーゲン金沢」への支援と連携につ
いて

〈池田屋安兵衛商店（富山県）〉
富山県における置き薬など医薬品産業の発展について

〈源ますのすしミュージアム（富山県）〉
食品衛生の取り組みと食の伝統の継承について

県内調査（決算特別委員会）

県外調査（決算特別委員会）

岡山県立大学、岡山桃太郎空港、消防防災航空センターを訪
問し、経営・運営活動状況、また、コロナ禍での影響や対応な
どを聞き取り。
空港は、減便で飛行機の離発着が減っていることもありバス
で滑走路を視察し、様々な設
備や機能の説明を、また、消防
防災航空センターでは、防災ヘ
リ「きび」による消防・救助活
動などの説明を受けました。

〈広島県庁〉
広島県議会における決算審査及びデジタル化の推進について
広島県庁におけるデジタル化の推進について

〈モランボンプロダクツ（株）津山工場〉
モランボンプロダクツ（株）津山工場の食品衛生管理と食育
活動について。

石川県陸上競技場

消防防災航空センター

ますのすしミュージアム

岡山のために日々勉強 !!次代次代のの岡山岡山ををつくるためにつくるために
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県政の動き等を素早くお知らせしています。
皆様からのアクセスお待ちしています。

●�後援会事務所（玉島勇崎1044-4）には統括・内田光則が常駐しています。
　ご連絡は　電話086-528-2244
●この「ブリッジ」について　ご意見、お問い合わせは後援会事務局　編集長　虫明正雄まで

http://nakatsukashuichi.com/

中塚周一ホームページ

年間活動報告中 塚 周 一 

2021年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

15
日

28
日

13
日

14
日

15
日

21
日

24
日

28
日

2
日

3
日

9
日

14
日

17
日

22
日

23
日

24
日

25
日

30
日

1
日

5
日

15
日

20
日

12
日

20
日

21
日

25
日

26
日

30
日

6
日

7
日

15
日

16
日

22
日

29
日

30
日

4
日

6
日

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

岡
山
県
議
会
臨
時
会

「
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
都
市“
岡
山
”を
目
指
し
て
」実
行
委
員
会
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
外
国
人
材
・
留
学
生
支
援
推
進
議
員
連
盟
役
員
会

決
算
特
別
委
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

全
国
保
育
推
進
連
盟
中
央
研
修
会
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
研
修

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

地
域
公
共
政
策
セ
ミ
ナ
ー
打
ち
合
わ
せ

岡
山
県
議
会
６
月
定
例
会
開
会
／
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
が
ん
対
策
議
連
総
会

　
　
　
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

　
　
　
外
国
人
材
・
留
学
生
支
援
推
進
議
員
連
盟
総
会

　
　
　
北
朝
鮮
拉
致
問
題
解
決
議
連
総
会
／
書
道
議
連
総
会

　
　
　
湯
郷
ベ
ル
岡
山
県
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
会
／
岡
山
米
子
道
４
車
線
化
促
進
議
連
総
会

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
連
総
会
／
国
道
２
号
整
備
促
進
議
連
総
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会
／
次
世
代
に
誇
れ
る
児
島
湖
・
湾
を
考
え
る
議
員
懇
談
会
総
会

　
　
　
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
高
速
化
協
議
会

　
　
　
く
だ
も
の
王
国
岡
山
議
連
総
会
／
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
県
議
会
応
援
団
総
会

岡
山
県
議
会
6
月
定
例
会
閉
会
／
森
林
林
業
活
性
化
議
連
総
会

シ
ャ
ル
ム
県
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
会
／
更
生
保
護
を
考
え
る
議
連
設
立
総
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
安
全
安
心
の
岡
山
づ
く
り
推
進
議
連
総
会

地
域
公
共
政
策
研
究
会
幹
事
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
県
内
調
査

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
外
国
人
材
・
留
学
生
支
援
推
進
議
員
連
盟
役
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
社
会
福
祉
振
興
議
連
×
社
会
福
祉
経
営
協
懇
談
会

「
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
都
市“
岡
山
”を
目
指
し
て
」実
行
委
員
会
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

保
育
推
進
連
盟
岡
山
県
支
部
役
員
会

岡
山
県
議
会
9
月
定
例
会
開
会
／
県
政
広
報
テ
レ
ビ
収
録

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

　
　
　
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

　
　
　
外
国
人
材
・
留
学
生
支
援
推
進
議
員
連
盟
役
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会
／
シ
ー
ガ
ル
ズ
岡
山
県
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
会

　
　
　
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
地
域
公
共
政
策
セ
ミ
ナ
ー

岡
山
県
議
会
９
月
定
例
会
閉
会
／
社
会
福
祉
議
連
×
保
健
福
祉
部
意
見
交
換
会

決
算
特
別
委
員
会
県
内
調
査

※県議会等の主な公務のみを掲載

2021年 2022年
10月 11月 12月 1月 2月 3月

12
日

14
日

15
日

18
日

19
日

22
日

26
日

29
日

31
日

4
日

15
日

16
日

18
日

19
日

22
日

24
日

25
日

26
日

29
日

30
日

1
日

9
日

13
日

14
日

16
日

17
日

21
日

22
日

14
日

25
日

1
日

2
日

4
日

15
日

22
日

15
日

19
日

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
県
外
調
査

　
　
　

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会
／
社
会
福
祉
振
興
議
連
×
社
会
福
祉
経
営
協
報
告
会

衆
議
院
議
員
選
挙
告
示

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

衆
議
院
議
員
選
挙
開
票

決
算
特
別
委
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
各
種
団
体
予
算
陳
情
受
け

各
種
団
体
予
算
陳
情
受
け

決
算
特
別
委
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
倉
敷
市
政
懇
談
会

決
算
特
別
委
員
会
／
さ
わ
ら
の
会
総
会

全
国
保
育
推
進
連
盟
中
央
研
修
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会
県
外
調
査

岡
山
県
議
会
11
月
定
例
会
開
会
／
地
域
公
共
政
策
研
究
会
幹
事
会

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
議
会
陳
情
／
が
ん
対
策
議
連
勉
強
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
外
国
人
材
留
学
生
支
援
推
進
議
連
役
員
会

　
　
　
原
田
の
ど
か
選
手
県
民
栄
誉
賞
授
与
式

　
　
　
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

　
　
　
保
育
推
進
連
盟
岡
山
県
支
部
役
員
会

岡
山
県
議
会
11
月
定
例
会
閉
会
／
倉
敷
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
推
進
議
連
×
知
事
要
望

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
外
国
人
材
・
留
学
生
支
援
推
進
議
員
連
盟
役
員
会
／
看
護
連
盟
意
見
交
換
会

北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大
会

予
算
総
括
協
議
会

環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会

岡
山
県
議
会
２
月
定
例
会
開
会

　
　
　
環
境
文
化
保
健
福
祉
委
員
会
／
外
国
人
材
・
留
学
生
支
援
推
進
議
員
連
盟
役
員
会

岡
山
県
議
会
２
月
定
例
会
閉
会
／
地
域
公
共
政
策
セ
ミ
ナ
ー

▲�原田のどか選手への�
岡山県県民栄誉賞授与式▲衆議院議員選挙

▲委員長報告 ▲竜王戦知事表敬訪問▲県内調査（岡山空港） ▲県内調査（岡山県立大学）

▲県外調査（広島県議会） ▲在職15年表彰

▲外国人材・留学生支援議連総会

facebook TwitterHP


